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 研究方法   
 2013 年 7月から 2015年 12 月の間に札幌医科大学附属病院を受診し、IPF と診断され
た 34名を対象とした。診断時に採取した気管支肺胞洗浄液に含まれる 16S rDNAを次世
代シークエンサーを用いて網羅的に解析し、臨床所見との関連性を統計学的に検討した。 





Firmicutes門、Streptococcaceae科、Veillonellaceae 科の増加は FVC の低下、6分間歩
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Impaired diversity of the lung microbiome predicts progression of 
idiopathic pulmonary fibrosis 
（肺マイクロバイオームの多様性障害は特発性肺線維症の進行を予測する） 
結果の要旨 
 
特発性肺線維症のマイクロバイオームの多様性変化は、特発性肺線維症の進行・予後と
相関を示し、病態と相関を示す臨床所見・検査所見とも関連と認めた。マイクロバイオー
ムの多様性・菌叢の解析は特発性肺線維症において新たなバイオマーカーとなる可能性や
治療適応への新たな指標となる可能性を秘めている。 
本研究は特発性肺線維症におけるマイクロバイオームについて臨床的および生物学的側
面から詳細に検討された報告である。 
論文審査委員会は、本論文が学位論文審査基準を満たしていると判断し、博士（医学）
の学位授与に値するとの結論に至った。 
 
